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細胞診　標本作製法

3. 乳汁、乳頭分泌物等の検体
（検体の性格上直ちに標本を作製して下さい。）
下図の方法を参考に直接スライドガラスに塗抹して下さい。

固定法

95％エタノール

直ちに固定してください。
固定方法は下図参照してください

ーレプススクッィフドッピラ
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細胞診　標本作製法

2. 胆汁、膵液等の細胞の変性し易い検体
（検体の性格上直ちに標本を作製して下さい。）
胆汁、膵液は酵素の影響で細胞変性を起こし易く、氷冷下で採取後直ちに標本作製して下さい。（固定方法は下図
参照してください）

引きガラス法

1000～2000rpm
5分間遠沈します
バフィーコート層から
検体を採取します

氷冷下で採取
塗抹します

上清（すてる）

バフィーコート

血球成分

すり合わせ法

固定法

ーレプススクッィフドッピラルーノタエ％59
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細胞診　標本作製法

2.気管支擦過、気管支穿刺吸引検体
（検体の性格上直ちに標本を作製して下さい。）

3.気管支洗浄液
（標本作製困難な場合は検体を容器に採取してご提出下さい。）

採取後すばやくスライドガラスに塗抹後直ちに固定を行って下さい。

検体を試験管に分注（5～10mL）後、1000～2000rpm,5分間遠沈後、バフィーコート層から引きガラス法又は、
すり合わせ法によって塗抹を行って下さい。

ーレプススクッィフドッピラルーノタエ％59

後沈遠注分

1000～2000rpm
5分間遠沈します

上清（すてる）

バフィーコート

血球成分

固定法は下図のいずれかで行ってください。

バフィーコート層から検体を採取して塗抹します。

ーレプススクッィフドッピラルーノタエ％59

引きガラス法
すり合わせ法
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